
感染拡大防止策の今後の取組について 

１．発熱患者対応・家庭内感染防止策の普及啓発

２．若年層向け、すすきの地区における感染防止策 

〇すすきの地区における積極的検査の状況（10/25 現在） 

取 組 

広報さっぽろ、市HP、ＳＮＳを活用した情報発信 
啓発ポスター・リーフレット等の作成・配架 
区役所、区民センター等公共施設、まちづくりパートナー協定企業（コンビニエンスストア等）
医療機関・薬局など
街頭大型ビジョン等による啓発画像の放映 

市内小中学校、幼稚園等の保護者あて文書の送付（感染予防策周知含む） 

取 組
SNSを活用した感染予防策の情報発信 
 SNS広告や若年層が読みやすいマンガによる発信など 

大学連携ネットワークを活用した学生向けの注意喚起 
すすきの地区における感染予防策の普及啓発 
大型街頭ビジョンや街頭放送による呼びかけ、飲食店等へのチラシ配布など 

すすきの地区における従業員等に対する PCR検査の積極的な受検勧奨 

検査数 陽性者数 陽性率
臨時 PCR検査センター 1,493 77 5.2％ 

店舗単位での PCR検査 2,040 25 1.2％ 

陽性者発生時一斉検査 2,043 101 4.9％ 

計 5,576 203 3.6％ 

資料７ 



＜参考＞感染者・医療従事者等への差別・偏見防止対策 
取 組 

イオングループ店舗における店内放送でのメッセージ配信 
市内小中高校への差別・偏見防止ポスター掲出 


